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１．はじめに 

当該業務は、銅山川流域内の 3 地区（名

向戸沢、男滝、肘折：右図参照）におい

て、砂防構造物（砂防堰堤工、山脚固定

工）、道路の詳細設計および測量を実施す

るものである。 

11 月下旬からの工期開始であるため、

現地調査ならびに測量作業においては、

冬期作業であることを十分に認識した上

での、安全対策が求められる。 

12 月初旬での降雪、その後の根雪のた

め、現地作業は完了しなかったものの、

当該業務で予定していた安全への取り組

みにについて、以下に整理する。 

 

２．安全管理・対策の目的と課題 

前述のとおり、本業務では現地作業は渓流調査、地表踏査および測量など現地作業があるため、

大の目的は現地作業における事故防止である。対象渓流の渓床部では露岩している箇所も見られ、

渓岸部は地すべり地形を呈する箇所が多いことから、転倒、滑落防止等が重要な課題と認識した。 

また、対象地域では道路幅員が狭く、見とおしの悪い曲線区間が多いため、第三者災害を含む交

通事故の防止も重要な課題と認識した。 

このため、転倒、滑落防止と交通事故防止を重要対応課題と位置づけ、積雪や凍結に伴う更なる

危険性の高まりを認識した上で、安全管理・対策を行うこととした。 

 

 

 

図 1 業務対象位置 

146



３．取り組みの概要 

（１）安全活動全般 

現場作業の事前に予定作業員に対して、現場における保安対策、留意事項、緊急時連絡体制等に

関する安全教育を実施し、これを周知させる。 

日常の安全管理手法として、作業前に想定されるリスクと対策チェックリスト及び KY（危険予

知）活動表を基に KY ミーティングを実施し安全意識の高揚を図る。 

また、作業班内で作業中・自動車運転中に事故が起きそうな状況に出会いヒヤリとしたり、ハッ

としたことがあれば、ヒヤリ・ハットカードを作成し、翌日以降の現場作業時に事例報告を行い、

その原因を全員で究明し、再び事故の要因とならないよう安全対策を図る。 

 

写真１ 

始業前ミーティング、ＫＹ活動にて「足下注意」

や「ホールド確認」「運転注意」の注意喚起。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 緊急時連絡体制            図 3 事前チェックリスト

写真 1
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（２）現地での安全確保 

寒冷環境に長時間さらされる冬期間の現地作業では、通常のリスク以外に低体温症、凍傷、脱水

症といった疾病や傷害のリスクが高まる。体温の低下は、筋肉を硬直させ、疲労を増幅させるほか、

作業能力が低下し、警戒心や論理的思考能力が低下するとされている。また、寒さによって排尿の

回数が増え気づかぬうちに脱水が進行して、手足の指先部分への血液循環が著しく阻害される。 

このため、寒冷環境下での現地作業にあたっては、体温低下防止を主な目的とし、以下に留意す

る必要がある。 

ａ）気象の把握 

作業当日は、テレビやインターネットから気象情報を得た上、適切な装備を準備する。なお、

積雪や気温低下等が予想される場合は、社内との連絡を密にし、気象変動に対し十分な警戒を図

る。 

ｂ）健康の管理 

事前の健康状態の自身ならびに作業員同士でチェックし、自らの健康状態を意識する。これに

より自分の年令、体力、健康状態への過信による過度の作業を抑制する。 

ｃ）適した衣服の着用 

身体を冷やさないために適切な衣類と装備を着用して、衣類が水などに濡れないようにする。

防寒具を着用する場合は、作業負担が増加するとともに、通常より汗をかく可能性が高いため、

着替えの準備は必須とする。 

ｄ）適度な休憩 

作業を一定時間以上、続けることは避けたほうがよ

く、適度に休憩時間を設ける。また、脱水症防止のた

め、休憩のたびに水分とミネラルを補給する。 

ｅ）転倒や滑落に対する対応 

路面凍結など現場条件と作業能力や思考など身体的

な能力低下が連動し、転落や滑落など事故発生の危険

性が高まることが予想される。 

これらのリスク回避のため、危険箇所の事前確認と

周知徹底するほか、重心が偏らず両手が自由に使える

ようリュックサックやデイパックなど活用する。 

ｆ）現場での工夫 

・両手が自由になるよう、伸縮できデイパックに格納

できるポールを使用する。写真２ 

・雪上でも視認できるよう、反射板のついた安全チョ

ッキの着用する。写真３ 

・マフラーは首に巻き付き、事故の原因となる場合が

あるため、首の保温はネックウォーマーを活用する。 

写真 2

写真 3
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（３）冬期の交通安全 

冬期は日没が早いため、作業開始を早め活動するが、朝方は冷え込み路面が凍結している箇所が

多いため、スリップや接触事故等のリスクが高まる。このため、現地への車両での移動の際は下記

に留意し対策を図る。 

ａ）車両の点検、確認 

毎朝出発前に車両のブレーキ、ランプを点検する。積雪、凍結が予想される場合は、冬用タイ

ヤの装着、タイヤチェーンを携行する。 

ｂ）安全運転の徹底化 

第三者災害の防止、路面凍結時の安全確保のため慎重運転の注意を喚起。また、当該現場への

アクセス道路は幅員の狭い箇所が多いため、可能な限り小さい車両を使用する。 

ｃ）その他 

事故や車両故障への対応の困難さから、１人運転での調査を禁止する（必ず２人以上での運転、

もしくは２台以上での移動）。また、道路側方から雪崩による交通途絶やスタックに対して対応す

るため、スコップを携行する。 

 

（４）地域住民への配慮 

作業にあたっては、地域住民の方に国の機関による調査・測量であることがわかるように明示し、

不審な人物と思われない行動を心がける必要があり、下記

の事項を実施する。 

ａ）調査実施における区長、関係者への事前挨拶。 

ｂ）腕章、身分証明書の携帯。 

ｃ）作業車両の駐車の措置（交通の支障のない箇所への

駐車、ダッシュボードへの連絡先提示）。写真４ 

ｄ）車両運転の際には、地元車両優先を徹底する。 

 

４．おわりに 

本地域では 12 月初旬の本格的な降雪のため、その後の現地作

業は中止を余儀なくされた。降雪まで 10 日程度の間に現地予

察・測量を実施している。その僅かな期間の中でも、ヒヤリや

ハットする事例が２事例（右図）もあった。ヒヤリ・ハットは

軽微な事例であるが、タイミングや場所が少しでも異なれば、

大事故につながる恐れは十分にある。これらを収集整理するこ

とは、今後の危険予知を行う上で重要であり、軽微なうちに対

応を図ることで、安全性は向上するものと考える。今後、当該

現場のような箇所で作業に従事するにあたっては、十分な危険

予知を行った上で、安全管理に取り組みたいと考える。 

 

写真 4

図 4 ヒヤリ・ハット 

カード 
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１．はじめに 

 

新庄管内の砂防施設計画地点は、そのほとんど

が市街地から離れた山間部や林道等が未だ整備さ

れていない地域である。本業務の調査対象箇所は 1

年の半分程度は降雪により斜面・河床付近に積雪

が残存する地域であり、積雪により地形が確認で

きなくなる。積雪がある状況で調査する場合、安

全管理を怠ると、水路への転落や浮石を踏むこと

による転倒など、予期せぬ事故を引き起こす可能

性がある。 

また、冬季を迎える 11 月～12 月にかけて、ツキ

ノワグマが活発に活動する時期であり、これらの

危険動物への遭遇も想定しておく必要がある。 

さらに、現地へのアプローチは車両を利用する

ことになるが、人家に近い場合や狭い幅員に車両

を駐車する場合は、地域住民からのクレームや冬

季は除雪作業への妨げにならないよう、駐車場所

への配慮が必要である。 

本論文では、砂防堰堤実施設計業務で計画・実

施した、現地測量や渓流調査の実施にあたっての

安全確保に向けた対策方法について発表する。 

    

  【本業務で実施する調査内容】 

 

  現地調査箇所 ；鮭川流域-ミサガ沢（流域面積 A=0.04km2  人家の近隣の渓流） 

         ；立谷沢川流域-肝煎沢（流域面積 A=0.90km2  比較的緩やかな渓流） 

         ；角川流域-八幡沢（流域面積 A=0.77km2 最上流の火山性堆積物で覆われた渓流）  

    

調査内容   ；地形測量、縦横断測量、砂防堰堤設計に資する渓流調査（荒廃状況・堰堤軸・礫径・

土砂移動状況等の確認） 

 

 

 

 

 

 

【本論文のキーワード】 

「調査者の安全確保」、「地域住民への配慮」、「品質管理」、「工程管理」 

図 1 調査対象渓流 
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２．工夫等の必要性、内容 等々 

 

我々建設コンサルタントは、工事施工者のように数ヶ月の間、現場に滞在することは少なく、1

箇所あたりの調査は数時間もしくは数日で終える場合が多い。 

新庄管内の現場条件は、四季の変化が激しい地域であることから、同じ現場作業においても夏季

のイメージで調査準備を行うと予期せぬ事故に繋がる可能性もある。従って、限られた時間内に安

全に調査を達成させるためには、調査実施前の入念な準備・対策が不可欠である。 

当社においては、図 2に示す調査準備段階から調査完了まで、以下に示すような流れで、様々な

事項に対して準備を実施し、まずは作業者の安全を第一に考え、現場作業に従事している。 

図 2に調査準備段階から調査完了までのフローを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 調査準備段階から調査完了までのフロー 

 

① 安全講習会実施 

当社の業務内容は、河川砂防分野のみなら

ず道路・トンネル・橋梁・港湾分野など多岐

に及んでいる。これらの分野においても調査

時の安全対策を実施していることから、様々

な立場や現場情報を共有し、安全対策の資質

向上に努めている。また、これらの各分野で

実施した安全対策に関する取り組み事例を

定期的に講習会を開催し、情報の共有を図っ

ている。最近話題となっているトンネル点検

の事例では、地震や災害発生時の避難場所の

事前確認踏査や発生を想定したシミュレー

ション（調査者が徒歩何分でトンネル外へ避

難できるかを行うなど）独自のリスク管理を

行っている。 

写真 1 安全情報共有化会議の実施状況 

河川砂防・道路・トンネル分野で合同により実施
→他土木分野を含めた安全管理方法の情報共有

個人の安全、防寒装備、作業器具、看板等の案内表示等、車止、
ロープ・梯子、通信設備　等

現地踏査ルートの事前確認、車両停止場所の事前確認（区長や地
元への事前承諾）、震災時の避難場所及び避難方法　等

立入り禁止場所の確認、立入り時間帯の承諾、測量調査時の伐採
禁止または実施の許可、車両停止場所の確認　その他、流域特性
に関するヒアリング（取水やキノコ採取等の禁止事項　等）

①安全講習会実施 - （PLAN-１）

②現地出発前の備品確認（PLAN-2）

③現地特性の把握（PLAN-3）

④現地懸案事項の把握（PLAN-4）

チェックリスト項目に沿って、調査直前に速やかに実施
「調査者の役割分担」、「調査箇所の想定される安全配慮事項」、
「地元住民・地権者等から確認した注意事項」、「地震時の対応方
法」等について、周知する

⑤KY活用実施（DO）

調査人員の点呼（人員が多い場合）、各自の調査における反省点、
課題の共有化、今後のPDCA向上に向けた意見交換　等

⑥現地作業完了（CHECK）

A
C
T
I
O
N
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② 現地出発前の備品確認 

いざ調査現場に到着した後に、肝心の道具・装備が不足していると、調査の安全に支障を及ぼす

恐れがあり、さらには成果品の品質低下、作業効率の低下などリスクが増大する。従って、現地出

発前の備品準備については、調査目的・調査場所・調査時期（季節）に応じた備品リストを作成し、

安全の確保・品質低下・工程の遅延に繋がらないように心掛けている。 

 

③ 現地特性の把握 

調査事前準備として円滑に作業を進めるために、以下の現地特性を確認・把握する。 

本業務では、以下の点を把握した。 

 

 

 

 

 

 

④ 現地懸案事項の把握 

③で実施したヒアリング事項等について、直接現地で確認し、適宜調査方針の軌道修正を行う場

合もある。調査流域の懸案事項については、区長等に対する地元説明時に立ち入りを控えるべき場

所の確認やその地域での調査ルール等（渓流への進入ルートなど）について把握する。 

特に冬季については、目的の調査箇所まで深い積雪の中を歩くことも想定されることから、調査

前のモニタリングを実施するなどし、安全な調査ルートを検討しておく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真 2 積雪が無い季節の状況       写真 3  積雪時の状況（道路等の構造物を認識できない） 

  積雪モニタリング状況（肝煎沢での事例） 

 

⑤ KY 活動実施 

本業務の調査箇所で想定される KY 事項として、①～④の事項を踏まえ、KY 活動記録様式を作成

し、現地作業実施前に調査者へ周知するものとした。また、調査当日は足場の悪い積雪状況に加え、

作業器具を手持ちしなければならない状況を想定し、首飾り形式で KY 調査表や地形図縮小版を形

態し、作業者の安全への認識の共有とともに作業工程の短縮を図った。 

表 1 KY 活動記録（例 肝煎沢実施時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現地作業を円滑に進めるための社内での事前準備】 

１）地元への作業開始前の挨拶ならびに懸案事項のヒアリング（電話等で確認） 

→作業時の車両停止場所、禁止事項、取水などの利活用 等 

２）踏査ルート、避難場所、支障物件、確認構造物・地物 等 

年月日 平成25年1月14日（木）9時30分

今日の作業 肝煎沢　堰堤軸調査

体調・健康状態確認 良 否 作業服・保護具（カンジキ等） 良 否

作業手順の指示 実施 未 作業分担の支持 実施 未

身分証明書の携帯 携帯 未 車両停止場所、作業中看板 設置 未

調査者

その他伝達事項：渓流横断部は1.5mの落差有

カンジキでの移動による落差部の歩行 周辺積雪を除去し、適宜カンジキを外して歩行する 多少無理した

樹木の枝を折らない 地元意向により樹木の枝を持って折らないように配慮する 達成

積雪で道路が確認できない 前方歩行者の足跡を参考に歩行する 達成

水路への転落（足場が不安定） 図面で水路が記入されている場所は近づかない 達成

現地KY（危険予知）活動記録表

伊藤、井川、八鍬

危険のポイント 本日の行動目標 行動結果

会社名

リーダー

チェック項目

株式会社　オリエンタルコンサルタンツ

伊藤竜一

写真 4 積雪時の KY 活動状況 
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⑥ 現地作業完了ミーティングの実施 

現地踏査の実施後、当日の作業の進め方や課題・ヒヤリ・ハ

ットの情報共有を図り、同じリスクを発生させないよう、PDMS

のスパイラルアップを図るためのミーティングを実施した。 

なお、今回の現場では、事前に積雪上を歩行すること、現地

踏査ルート上に利道と河床に落差があることを把握していた

ため、カンジキ・梯子・ロープ等を準備し、安全に調査を実施

できるように配慮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6  積雪上のカンジキでの歩行 

 

  

３．おわりに 

 

現地における安全管理方法は、ある程度の現場経験があれば、多少異なる現地であっても一般的

なヒューマンエラーの発生確率は低下するものと考えられる。しかしながら、経験に任せた現地判

断は、時と場合によってヒューマンエラーを起こし兼ねない。 

このことから、常日ごろから安全に対する意識を保ち、現地立入にあたっては、常に予知予測を

行い、調査人員全員が一丸となって安全確保に努めることが不可欠である。 

 

最後に、本業務では平成 25 年 1 月 30 日に合同現地踏査を実施いたしました。氷点下での踏査で

はありましたが、安全に調査を終えることができ、関係各位にはこの場を借りて謝意を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 渓流落差部での梯子の活用 
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地質調査時の安全管理について 

  発注者 新庄河川事務所  

  施工者 株式会社 建設技術研究所 

  業務名 立谷沢川上流域砂防施設実施設計業務 

  発表者 ○地質主任技術者 丹野 浩   

       管理技術者   坂東 高   

 

1． はじめに 

 本調査設計業務における地質調査は、濁沢工事用道路の地盤状況と潜岩第二砂防堰堤基礎の地盤状

況を把握するために行ったものである。調査自体はボーリング機械を使用した普遍的な内容であるが、

以下に述べる理由により安全管理には幅広い注意が必要だったため、ここでは調査時の安全管理につ

いて述べる。 

 

2． 調査地の特徴や作業内容 

2.1 調査地の特徴 

2.1.1 調査地の気候 

調査を行った期間は 9 月上旬～11 月下旬までの約 3 ヶ月間であった。今年の気候の特徴として

は図2.1に示すように9月は例年以上に残暑が厳しく、9月下旬まで30℃を越える残暑が続いた。

また月山の北に位置するために標高も高く天候が不安定で雷雨や雹が降ることが多く、降水量は

多い時には 1 日で 30mm 程度であった。作業終盤に差し掛かかった 11 月では雪が降り始め気温

が氷点以下まで下がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 立谷沢周辺における 9～11 月の降水量と最高最低気温の状況 

出典「降水量：玉川第六ダム、最高最低気温：気象庁アメダス 肘折」 
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 2.1.2 調査地の場所柄 

   調査地は周辺に民家などの無い標高 400m 程度の山間部に位置しており、携帯電話の電波が届

かない場所であった。また自然豊かな山であると同時に野生動物の目撃情報も多く、近年では調

査地の上流で大規模な崩壊が起こっており、作業期間中も崩壊土砂の観測が継続されている状況

であった。 

   

 2.2 作業内容 

  2.2.1 作業内容 

   ボーリング調査箇所は、急斜面や立谷沢川の河床部で作業を行う必要があり、そのため調査箇

所まで調査機材を安全に運ぶためにモノレールを設置した。設置の際には河床を横断するルート

や急斜面を通るルートを選択しなければならなかった。また、ボーリングコア採取のための掘進

作業を行う際には、エンジンで回転・掘削する機械を使用した。 

 

3． 予想される危険 

3.1 調査地の気候 

 9 月には残暑が厳しいため、熱中症や脱水症状になる危険があり、風雨の強い悪天候の中での

作業では、資機材の転倒や飛散により思わぬ怪我を引き起こす可能性があった。その他、調査地

の標高が雷の発生源が非常に近いため、落雷が危惧された。また、11 月の作業では雪や路面の凍

結による車両のスリップ事故が懸念される他、気温の低い中で作業を行う作業員の体調不良（風

邪等）が考えられた。 

 

3.2 調査地の場所柄 

 調査地は携帯電話の電波が届かない場所であったため、万が一事故が発生した際に連絡が遅れ

て人命が危険にさらされる可能性があった。さらに、熊などの害獣と鉢合わせする可能性のほか

に、スズメバチ等との遭遇が危惧された。その他、上流側での土砂崩壊による土石流に巻き込ま

れる可能性があった。 

 

3.3 作業内容 

 モノレール設置時、急斜面での作業員の転倒・積荷の荷崩れが発生する可能性があり、河床部

を渡河する際には河川の増水により資機材ごと流される危険があった。また機械を使用した調査

作業中には回転部に巻き込まれての怪我が想定される他に、作業足場の固定箇所がゆるんでいる

ことによる座屈等の危険があった。 
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4．危険回避のための対応策・工夫 

作業開始前に安全管理に関する留意点をリストとしてまとめた以下（表１）の調書を作成し、定

期的にチェックを行った。 

表 4.1 安全管理のチェックシート（一部を抜粋） 

 

  4.1 調査地の気候への対応策 

   30℃を越える気温が続いた 9 月中は、熱中症や脱水症状の危険を回避するため、作業員に熱中

症対策用の飴を常備し、水分補給を小まめに行うように指導した。また、立谷沢川を跨いで作業

を行っていたため、雨天の中止基準は雨量によるものではなく、河床部で作業足場付近まで水が

増水した時とし、増水による孤立を防いだ。その他、雷雨や強風などの悪天候の中での作業は、

基本的に作業を中断して、不慮の事故の遭遇確率を低減させた。中断した作業の再開については、

河川の増水による中断の場合は翌日まで待機し、それ以外の場合は風雨が弱くなったことが確認

できた場合とした。雪対策としては 11 月上旬に通勤車全てにスノータイヤを装着し、平常時以

上に慎重な運転を心がけるように毎朝のミーティングで徹底した。 

 

 点 検 項 目（細 目） 具 体・内 容 チェック

 １）天候に関して     
  ・気象状況の確認 雨量の確認    
  最高気温の確認    
  最低気温の確認    
  その他の異常気象の確認    
      
      
 ２）携帯品に関して 衛星携帯電話は所持しているか    
  熱中症対策用の飴は所持しているか    
  熊スプレーは所持しているか    
  蜂用症状緩和剤は所持しているか    
  トランシーバーは所持しているか    
  救急箱は所持しているか    
      
 ３）現地作業     
  ①モノレール設置作業     
  ・作業足場の確認 ルート沿いの足場はぬかるんでいないか    
 ・荷台の確認 荷物を固定するロープは持っているか    
  ・渡河部の状況確認 河床部の水位状況は安全か    
  ・レールの支柱の確認 固定部がゆるんでいないか    
      
 ②ボーリング調査作業     
 ・機材の点検・確認 ボルト・油圧ホースのゆるみはないか    
  ・機材吊り上げ用クレーンはアウトリガーを張出して     
   機械の安定に配慮されているか     
  ・足場、やぐらは正しく固定されているか クランプにゆるみや歪みがないか    
  ・資機材の置き場は充分なスペースがあるか 原動機、回転軸の周りを通れるか    
  ・ボーリング機械の回転部にカバーが設置されている 衣服・手等の巻き込まれの防止    
   か     
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写真 4.1 立谷沢川の増水の状況 

立谷沢川の作業箇所では、増水すると写真 4.1 のように破線付近まで水位が上昇することが良く確認

されたため、この破線より上に作業足場を設置し、流されないようにした。 

 

  4.2 調査地の場所柄への対応策 

   緊急時の連絡については、衛星携帯電話を使用することとした。熊については、遭遇を回避す

るためにラジオを携帯するとともに、万が一遭遇した際の事を考慮し、熊スプレーを携帯した。

スズメバチについては遭遇時に安全な回避方法と刺傷した場合の対処法を作業員に周知させた。

さらに刺傷した際にアナフィラキシー症状が認められた場合に備え、症状緩和剤を注射するため

の器具を携行した。また、作業箇所への土石流到達の危険については、上流で工事中の業者から

緊急時にトランシーバーで連絡をもらえるように協力体制を築くことによって回避することを

試みた。 

 

  4.3 作業内容への対応策 

   モノレールの設置作業の際には、設置ルート沿いで足元の安定を確保しながら設置作業を進め

た。渡河部では河川の水量の少ない時を見計らって設置作業を行い、増水しても流されないよう

に支柱の支えを補強した。また、河床での調査は、河川が増水しても作業箇所まで水が届かない

位置に作業台を設置した。作業中の機械使用の注意点については、日々のミーティングで指差し

呼称を行い注意喚起した。 

 

5．まとめ 

   以上の対応策を行い作業中は事故無く現場を終えることができた。悪天候により作業を中断す

る日数が想定以上に多かったため、手待ちの経費が多く発生し、工期の遅れが目立つ結果となっ

た。今後は現場安全の維持と共に、工期の短縮について可能な方策も考えていく必要があると感

じた。 

増水時の作業中止の目安水位 

増水前 増水後 
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上川中流流量観測における安全対策について 

 

発注者  新庄河川事務所 調査課 

受注者  株式会社 双葉建設コンサルタント 

業務名  上川中流流量調査 

発表者 ○主任技術者 八鍬 清一 

 

 

１．本業務の背景 

本業務は、新庄河川事務所管内 上川中流部における河川管理、整備計画検討および砂防計画

立案の基礎資料とする目的で流量観測、河川測量、採水作業、水文（雨量・水位）観測所の保守

点検を、鳥越出張所管内、大石田出張所管内、立谷沢川砂防出張所管内、銅山川砂防出張所管内、

寒河江川出張所管内、赤川砂防出張所管内で調査・点検を実施しているものである。 

（１）調査概要 

      業 務 名： 上川中流流量調査 

      調査箇所： 上川中流部 

      工  期：平成２４年４月１日～平成２５年３月２９日 

      調査内容：低水流量観測     ８箇所 （１箇所あたり ２７回） 

           高水流量観測    １２箇所 

           採水作業       ２箇所 （１箇所あたり １２回） 

           水文観測所保守点検 １４箇所 （水位観測所） 

                     １８箇所 （雨量観測所） 

（２）調査位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光船ルート
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２．安全対策方針 

作業の実施に当たっては、本業務の特徴（河川測量、道路付近作業、連絡体制）を踏まえて、安

全対策方針を含む作業計画を設定することとした。 

①事前準備を怠るな 

②河川測量時の（低水観測・高水観測・深浅測量）安全対策の徹底 

③道路付近での安全対策の徹底 

④連絡体制の強化 

  以下に当社でも所属している東北測量設計協会労働災害事故事例集（第３回）の負傷事故 起因別

発生状況（割合）の事例を下図に示す。 

 

 

作業に関わる全ての人に周知し、 

気持ちを引き締めるよう確認を 

行なった。 

 

 

 

 

 

３．事前に行った安全対策 

①当日作業内容確認 

②安全対策 

③健康状態 

④交通安全 

⑤危険行為、危険箇所抽出安全ミーティング 

 今後の安全意識向上と現場を無事故で安全に 

作業を成し遂げる、危険行動の防止および 

慣れ等による災害防止に努めた。 

 

４． 河川測量時の（低水観測・高水観測・深浅測量）安全対策の徹底 

①古口観測所は遊覧観光船の航路となっている。 

観測前日に運行時間を確認し、観測当日は 

運行時間前に観測を終了する。 

 

 

 
〈低水位観測の様子〉 

〈安全ミーティングの様子〉 
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②作業切り替え水位（低水位・中高水位・高水位観測） 

を設定し、観測当日及び観測前にその水位に 

近づいた時点で徒渉及び舟による観測を中止し、 

浮子観測に切り替えて作業を行っている。 

 

 

 

 

③浮子は、橋上から直接河川に投下することから、 

車両等の接触事故防止のため浮子員は安全 

チョッキを着用し、幅員の狭いところでは 

交通誘導員を配備して観測を実施している。 

 

 

 

 

④環境対策として浮子等の材質は「生分解性プラスチック」とした。 

⑤高水位観測が夜間におよぶ場合は、人員配置を検討し増員を図った。 

   上記、安全対策を行っているが業務の特徴を考慮し、観測前にミーティングを行っている。 

 

５．道路付近での安全対策の徹底 

道路付近での作業は歩行者および自動車の走行妨害にならないよう配慮を行なった。 

①近接通行車両の対策 

②安全チョッキの着用 

③声の掛け合い 

④安全な駐車場所の確保 

⑤車道側への不用意なはみ出し 

 

６．連絡体制の強化 

上川中流部沿川の地域住民とのコミュニケーションを図るため、安全対策として関係機関への

連絡および説明を行なっている。 

（１）作業計画時の連絡 

① 上峡芭蕉ライン観光㈱（低水観測）・・・古口観測所 

②漁業協同組合（高低水位観測）・・・ 北中部業協同組合・丹生川業協同組合・ 上川第八業

協同組合・小国川漁業協同組合（作業承諾申請） 

③警察署（高水位観測時の協力依頼）・・・尾花沢警察署・新庄警察署・庄内警察署 

〈高水位観測の様子〉 

〈浮子投下の様子〉 
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④消防署（高水位観測時の協力依頼）・・・尾花沢市消防本部・ 上広域市町村圏事務組合・ 

酒田地区広域行政組合消防本部 

（２）流量観測時（低水位・高水位観測）の連絡 

① 上峡芭蕉ライン観光㈱（低水観測） 

③警察署（高水位観測開始の連絡）・・・尾花沢警察署・新庄警察署・庄内警察署 

④消防署（高水位観測開始の連絡）・・・尾花沢市消防本部・ 上広域市町村圏事務組合・ 

酒田地区広域行政組合消防本部 

 

７．おわりに 

作業内容が流量観測（高水位・低水位）、水文保守点検、採水作業と多工種で広域での作業となる

ため、安全管理対策も工種毎に異なっている状況である。 

今年は、高水位流量観測が少なく夜間作業が短かった事が災害要因の縮小に繋がっている。その

一方水文保守点検は、点検ルートによっては、１日の自動車走行距離が１５０ｋｍ～２００ｋｍ移

動しなければならなくなる。移動中に休憩時間を取り入れ安全対策を実施している。また、山岳道

路及び狭小の林道を走行するため安全運転を心がけ無事故に努めているところである。 

近年、ゲリラ豪雨のような集中豪雨が多く発生しており、雨量観測所・水位観測所の正常な観測

データが求められる状況であり、正確なデータの取得と安全管理対策で事故防止に努めていきたい

と考えます。 
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